







はそれぞれ 2012 年と 2013 年に台湾で翻訳され、出版された。また、二作とも
戦前から戦後にかけての日本と台湾が舞台となっている。
津島佑子の『あまりに野蛮な』において、そのジェンダー性が帝国 /植民地














































































































































































『路（ルウ）』は最初、2009 年 1 月～7月、それから 2010 年 2 月～ 2012 年 2
月の『文学界』で連載されていた⑮。舞台が『あまりに野蛮な』と同じく日本と

































































































































① 2006 年 9 月から 2008 年 5 月まで『群像』で連載され、2008 年 11 月に講談社より上、下二冊の単
行本として出版された。
②津島佑子「『あまりに野蛮な』について」『台湾文化表象の現在』（あるむ、2010 年 11 月）、8-9 頁。
この文章は、2009 年 9 月 5 日に県立神奈川近代文学館で行われた、津島佑子さんによる「台湾文
学連続講演会　越境しあう日本と台湾の文学」第一回「私の本について話そう『あまりに野蛮
な』」という講演を再録したものである。





⑦「あまりに野蛮な」（5）『群像』62（1）（2007 年 1 月）、362 頁。
⑧「あまりに野蛮な」（1）『群像』61（9）（2006 年 9 月）、7-12 頁。
⑨「あまりに野蛮な」（16）『群像』62（12）（2007 年 12 月）、291-297 頁。
⑩「あまりに野蛮な」（6）『群像』62（2）（2007 年 2 月）、291-297 頁。




⑮その単行本が 20013 年 4 月文芸春秋社より出版された。












⑱『聨合文学』2013 年 10 月号。
⑲吉田修一『路（ルウ）』（文芸春秋、2012 年 11 月）、184 頁。
⑳吉田修一『路（ルウ）』（文芸春秋、2012 年 11 月）、424 頁。
㉑大鹿卓「野蛮人」（『中央公論』1935 年 2 月）。『植民地文学精選集』18（ゆまに書房、2000 年）に
も収録される。
㉒呉佩珍『真杉静枝與殖民地台湾』（聯経出版、2013 年 9 月）、125 － 150 頁。
㉓呉佩珍「導讀　津島佑子文學的原生宇宙̶父兄闕如與原始母系社會的幻想」『太過野蠻的』（印刻出
版、2011 年 2 月）、5頁。
㉔蔡雨辰「離鄕郷即自由̶吉田修一與《路》」『提案 on the desk』（2013 年 11 月）。
㉕同上。
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